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概要概要概要概要：高解像度カメラを搭載したスマートフォンが普及し，マーカ等をスマートフォンのカメラで撮影することで位

置推定を行うことによる価格的なメリットが得られるようになった．マーカの認識は，撮影時のぶれに弱く，マーカ

とカメラの相対速度が小さく，またマーカが明るい光で照らされていないと認識がしづらい欠点があった．本稿では，

バーコードの各バーを同心の円形にすることで，線形のモーションぶれがあっても比較的うまく認識できるバーコー

ドを提案する．本デモでは，提案手法であるバーコードを検出して表示する実演を行う． 

 

1. 概要概要概要概要   

屋外での位置推定は，GPS が一般的に用いられているが，

屋内での位置推定技術はまだ決定版といえるものがなく，

研究が続けられている．一方，スマートフォンなどの情報

機器は年々高性能になり，高解像度のカメラが搭載される

ようになった．カメラと AR マーカを利用することで，屋

内での位置推定が行われているが，この方式は撮影時のぶ

れに弱く，カメラまたはマーカが動いている場合，あるい

は室内が暗い場合には認識が難しいという欠点がある． 

本研究では，撮影時に線形のモーションぶれがあること

を仮定し，バーコードの各バーを同心の円形にすることで，

ぶれがあっても比較的うまく認識できるバーコードを提案

する． 

2. 関連研究関連研究関連研究関連研究  

文献 1)では，クアッドコプターからの位置推定を行うた

めの円形マーカおよびその認識方法を提案している．しか

し，各マーカに格納可能な情報量は 2 ビットしかなく，ま

た認識に数秒必要であるため，リアルタイムの認識には向

かない．文献 2)では，既に部屋にあるバーコードや QR コ

ードを利用して位置推定を行う手法を提案している．室内

で位置推定用途に使用するためには，少なくとも 9 から 10

ビット程度の情報を各マーカに格納できることができるこ

とが望ましく，またリアルタイム（秒間 10 フレーム以上)

で認識できることが望ましいが，サーベイした限りでは，

このような２つの条件を満たす，ぶれた画像入力を想定し

たマーカの認識手法は存在しない． 

3. 提案手法提案手法提案手法提案手法  

  図 1 に提案する円形バーコードの例を示す．このバーコ

ードがぶれて撮影されると，図 3 のようになり，バーがぶ

れの方向に引き延ばされて撮影される．円形のバーコード

の，ぶれの方向に平行な部分は，ぶれにもかかわらずはっ

きりと撮影されるので，この部分を読み出すことで，情報
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を認識することが可能である(図 4)．面積あたりの情報量お

よび認識率を上げるため，提案バーコードは図 2 のような

構造とする．データ部 A と B に異なる情報を格納し，合わ

せて情報をデータ部に格納する．周辺部と中央部は固定と

する．周辺部はバーコード自体を認識するのに使用する．

図 1 の向きで提案バーコードを設置した場合，上下方向の

ぶれには対応できないが，それ以外の幅広い角度の線形ぶ

れに対し，認識が可能である． 

  

図 1 提案バーコード 

 

 

図 2 提案バーコードの構造 

 

  

図 3 ぶれのある入力画像 
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図 4 図 3 に対する認識結果 

 

 

 

図 4 図 3 に対する認識結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 バーコードらしき部分を浮かび上がらせる 

 

認識は，フレーム毎に独立して行う．各フレームの認識

処理は，1) 画像処理によりバーコードらしき部分を浮かび

上がらせる処理(図 5)，2) Hough 変換により，画像中のバー

コードに垂直な線分を特定する処理，3) 各線分のバーコー

ドらしさを評価し，明らかにバーコードでない線分を取り

除く処理，4)線分上のピクセルを二値化し，デコードする

処理からなる． 

4. デモの内容デモの内容デモの内容デモの内容  

  デモでは，会場に設置した提案バーコードを，カメラを

使用して認識し，動くカメラからでも認識が可能であるこ

とを示す． 
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